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『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
の
研
究
舘
和
典
〔
抄
録
〕
江
戸
期
の
浄
土
宗
で
は
念
仏
に
よ
っ
て
三
毒
の
煩
悩
が
滅
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
論
争
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
関
す
る
記
録
を
纏
め
た
の
が
、
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
増
上
寺
第
十
二
世
源
誉
存
応
、
黒
谷
金
戒
光
明
寺
第
二
十
六
世
盛
林
、
東
漸
寺
隠
居
團
誉
、
弘
経
寺
善
慶
と
善
導
寺
幡
隋
意
の
「
念
仏
に
よ
る
滅
罪
」
に
関
す
る
論
争
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
主
に
存
応
と
盛
林
の
念
仏
滅
罪
論
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
存
応
盛
林
念
仏
滅
罪
は
じ
め
に
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
二
月
頃
、
浜
松
城
下
の
浄
土
宗
寺
院
の
心
送
寺
に
お
い
て
、
西
傳
寺
行
公
と
法
林
寺
南
竜
が
会
合
し
て
、
称
名
念
仏
に
よ
る
煩
悩
罪
障
の
滅
不
滅
論
諍
が
行
わ
れ
た
。
行
公
は
念
佛
に
よ
る
滅
罪
、
南
竜
は
不
滅
罪
を
主
張
し
、
お
互
い
譲
ら
ず
結
論
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
問
題
は
浜
松
城
主
堀
尾
六
左
衛
門
と
奉
行
を
経
て
、
家
康
の
耳
に
ま
で
達
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
宗
教
統
制
を
敷
こ
う
と
す
る
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
、
広
範
囲
に
波
紋
を
広
げ
た
。
当
然
、
京
都
や
江
戸
に
も
波
及
し
、
檀
林
寺
院
ま
で
に
こ
の
問
題
が
及
ん
だ
。
存
応
を
中
心
と
し
て
多
く
の
檀
林
が
滅
罪
論
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
大
巌
寺
霊
巌
（
一
五
五
四
｜
一
六
四
一
）
と
盛
林
は
「
不
滅
」
を
主
張
し
た
こ
と
で
浄
土
宗
内
を
揺
る
が
す
問
題
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の
問
題
の
発
端
は
、
罪
障
と
煩
悩
を
同
等
に
扱
う
か
否
か
で
あ
る
。
存
応
、
幡
随
意
、
團
誉
、
善
慶
は
煩
悩
と
罪
障
を
同
等
に
扱
い
、
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
煩
悩
、
罪
障
が
滅
し
て
往
生
出
来
る
と
主
張
し
た
。
一
方
、
霊
巌
と
盛
林
は
煩
悩
と
罪
障
を
別
々
に
扱
い
、
根
本
と
な
る
煩
悩
か
ら
罪
障
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
念
仏
滅
罪
と
あ
る
よ
う
に
た
だ
罪
障
が
滅
す
る
と
主
張
し
て
、
凡
夫
と
は
煩
悩
未
断
の
者
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
煩
悩
が
滅
尽
し
な
く
と
も
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
主
張
し
た
。一
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
し
か
し
、
主
張
の
是
非
は
別
と
し
て
、
存
応
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
政
治
的
に
存
応
の
主
張
す
る
滅
罪
論
が
是
と
さ
れ
、
不
滅
罪
論
を
主
張
し
た
霊
巌
は
非
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
存
応
は
知
恩
院
第
二
十
九
世
満
誉
尊
照
（
一
五
六
二
｜
一
六
二
〇
）
に
不
滅
論
者
を
六
十
余
州
か
ら
追
放
す
る
よ
う
に
命
じ
、
以
降
不
滅
罪
を
主
張
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
存
応
は
家
康
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
念
仏
に
よ
る
滅
不
滅
の
論
争
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
出
来
事
が
関
東
浄
土
宗
法
度
を
制
定
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る１
）
。
こ
の
書
物
に
は
、
主
に
増
上
寺
第
十
二
世
源
誉
存
応
と
黒
谷
金
戒
光
明
寺
第
二
十
六
世
盛
林
と
東
漸
寺
隠
居
團
誉
（
没
年
不
明
）、
弘
経
寺
善
慶
（
｜
一
六
〇
三
）、
善
導
寺
幡
隋
意
（
一
五
四
二
｜
一
六
一
五
）
の
「
念
仏
に
よ
る
滅
罪
」
に
関
す
る
論
争
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
直
接
対
論
の
形
を
と
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
文
書
を
通
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
争
の
当
事
者
で
あ
る
存
応
と
盛
林
、
他
三
名
の
浄
土
宗
僧
侶
の
関
係
を
概
略
見
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
増
上
寺
第
十
二
世
貞
蓮
社
源
誉
存
応
慈
昌
は
、
後
陽
成
天
皇
に
宗
義
を
進
講
し
て
普
光
観
智
国
師
の
号
を
賜
っ
た
、
ま
た
徳
川
家
康
（
以
下
家
康
と
略
す
）
の
帰
依
を
受
け
近
世
浄
土
宗
発
展
の
基
礎
を
構
築
し
た
高
僧
の
一
人
で
あ
る
。
一
方
、
黒
谷
金
戒
光
明
寺
第
二
十
六
世
泰
蓮
社
琴
誉
祖
阿
盛
林
（
一
五
四
五
｜
一
六
一
七
）
は
、
生
実
大
巌
寺
の
安
誉
虎
角
（
一
五
三
九
｜
一
五
九
三
）
に
師
事
し
て
宗
乗
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
故
郷
に
帰
っ
て
布
教
に
専
念
し
た
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
家
康
の
命
で
上
洛
し
浄
福
寺
に
董
住
し
た
後
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
金
戒
光
明
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
存
応
の
師
は
存
貞
で
あ
り
、
一
方
、
盛
林
の
師
は
虎
角
で
あ
る
。
そ
し
て
虎
角
の
師
は
道
誉
貞
把
（
一
五
一
五
｜
一
五
七
四
）
で
あ
る
。
貞
把
と
存
貞
は
、
共
に
増
上
寺
の
第
九
世
と
第
十
世
で
あ
る
。
ま
た
室
町
初
期
に
了
誉
聖
冏
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
本
式
の
伝
法
に
対
し
て
貞
把
と
存
貞
は
略
式
の
伝
法
で
あ
る
箇
条
伝
法
を
制
定
し
た
。
こ
の
伝
法
は
二
人
に
名
を
と
っ
て
道
誉
流
と
感
誉
流
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
従
っ
て
存
応
と
盛
林
の
師
を
辿
れ
ば
、
元
々
同
じ
く
増
上
寺
住
持
で
あ
っ
た
貞
把
と
存
貞
に
行
き
着
く
。
ま
た
存
応
、
盛
林
共
に
家
康
と
の
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
文
で
は
論
争
の
焦
点
に
関
わ
る
双
方
の
滅
罪
観
と
滅
煩
悩
観
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
１
、「
浄
福
寺
筆
記
」
に
つ
い
て
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
の
冒
頭
に
「
浄
福
寺
筆
記
」
と
称
さ
れ
て
い
る
書
状
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
浄
福
寺
筆
記
」
は
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
盛
林
か
ら
浜
松
城
主
の
堀
尾
六
左
衛
門
並
び
奉
行
に
送
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
就
西
傳
寺ト
法
林
寺ト
法
戦
之
義
被
致
上
都
至テ
寺ニ
書
物ヲ
被
高
覧
于
今
被
相
待
候
処ニ
彼
西
傳
寺
遂
依
上
洛
於
本
山ニ
先
々
勝
劣
不
分
明
候
及ヒ
承ル
分ハ
西
傳
寺
被
申
様
者
平
生
念
佛
一
念
々
ニ々
罪
障モ
煩
悩モ
尽ク
断
尽ス
若
不
滅
者
本
願ノ
名
号ニ
疵
付
申
由ニ
候
也
惣
而
三
経
一
論
五
部
九
帖
之
内ニ
罪
障
滅
尽
往
生
文ハ
有
之
煩
悩
断
尽
往
生
之
文ハ
在
之
否ヤ
當
流
之
大
意ハ
平
生
念
佛ノ
一
念
云
云ニ
滅
罪ハ
存
之
以
念
佛ノ
功
力ヲ
難
離
罪
障ノ
分
滅
尽レハ
煩
悩ハ
未
断
也ト
雖
去
遂
往
生
極
ヲ
靍
不
切
鴨
不
續
謂
者
其レ
淨
土
宗ハ
諸
宗
超
過
之
規
模
在
之
有
何ノ
不
足
名
号ニ
瑕ヲ
付ルト
云ンヤ
然ル
処ニ
念
ニ々
罪
煩
共ニ
断
尽スト
云
云
然
者
四
十
八
願
之
内
名
号
本
願ノ
以
一ヲ
穢
土ニ
證ル
佛
品ヲ
与
於テハ
其
義ニ
者
極
ハ
雪
上ノ
霜
与
然ハ
前
後
諸
願ハ
弁
一
六
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
の
研
究
（
舘
和
典
）
破スル
者
也
證
拠
雖
多
ト
先ツ
閣ク
之ヲ
猶
以
被
疑
滞
与
有
上
洛
可
被
遂
談
合
遇
僧
以
文
證ヲ
可
弁
邪
正ニ
者
也
洛
陽
浄
福
寺
琴
誉
判
文
禄
五
年
十
一
月
十
五
日
堀
尾
六
左
衛
門
殿
御
奉
行
〔
一
丁
右
〕
つ
ま
り
、
西
傳
寺
行
公
と
法
林
寺
南
竜
は
念
仏
に
よ
る
滅
罪
に
対
す
る
論
争
の
是
非
を
正
す
為
に
上
洛
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
盛
林
は
書
物
を
揃
え
て
待
っ
て
い
た
が
、
西
傳
寺
行
公
は
上
洛
し
な
か
っ
た
の
で
、
論
争
に
勝
劣
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
西
傳
寺
行
公
は
「
平
生
念
仏
の
一
念
一
念
に
よ
っ
て
罪
障
も
煩
悩
も
尽
く
滅
す
る
。
も
し
不
滅
で
あ
れ
ば
本
願
の
名
号
に
疵
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
三
経
一
論
五
部
九
巻
の
中
に
、
罪
障
を
滅
し
て
往
生
す
る
文
は
あ
る
。
し
か
し
、
煩
悩
が
断
尽
し
て
往
生
す
る
文
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
当
流
の
見
解
で
は
「
平
生
念
仏
の
一
念
一
念
に
よ
っ
て
罪
は
滅
す
る
。
念
仏
の
功
徳
の
力
に
よ
っ
て
離
れ
難
き
罪
障
が
滅
し
、
煩
悩
は
未
断
で
あ
っ
て
も
た
だ
ち
に
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
な
る
。
鶴
の
足
は
長
い
か
ら
と
い
っ
て
切
っ
た
り
、
鴨
の
足
は
短
い
か
ら
と
い
っ
て
継
い
だ
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
性
を
む
や
み
に
改
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
浄
土
宗
の
教
え
は
諸
宗
に
超
過
す
る
か
ら
名
号
の
働
き
に
は
何
の
不
足
も
な
い
。
一
念
一
念
に
罪
煩
が
共
に
断
尽
す
る
。
四
十
八
願
の
内
の
名
号
の
本
願
、
つ
ま
り
第
十
八
願
に
よ
っ
て
穢
土
に
お
い
て
仏
品
を
証
す
る
と
す
れ
ば
、
極
楽
は
雪
上
の
霜
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
十
八
願
の
前
後
の
諸
願
を
弁
破
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
証
拠
は
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
は
し
ば
ら
く
差
し
置
い
て
、
な
お
も
疑
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
、
上
洛
し
て
談
合
せ
ら
れ
た
い
。
私
は
文
証
を
も
っ
て
邪
正
を
論
じ
る
者
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
浄
福
寺
筆
記
」
に
対
し
て
、
存
応
、
團
誉
、
善
慶
、
幡
随
意
の
四
人
は
そ
れ
ぞ
れ
反
論
を
著
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
盛
林
は
再
び
反
論
を
著
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
存
応
の
反
論
を
伝
え
る
「
遠
刕
濱
松
西
傳
寺
法
林
寺
問
答
武
刕
江
戸
増
上
寺
よ
り
」〔
一
丁
左
〕
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
２
、「
浄
福
寺
筆
記
」
に
対
す
る
存
応
の
反
論
存
応
は
盛
林
を
批
判
す
る
際
、「
爰ニ
武
刕
江
戸
増
上
寺
存
応ト
云
人
遇
老
筆
略
被
致イタサ
披
見
一
紙
之
内ヲ
分
五
段ニ
書ス
破
文ヲ
」〔
六
丁
右
〕
と
あ
る
よ
う
に
五
項
目
を
も
う
け
て
い
る
。
ま
ず
一
つ
目
と
し
て
、
盛
林
は
「
浄
福
寺
筆
記
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
三
経
一
論
五
部
九
帖
之
内ニ
罪
障
滅
尽
往
生
文ハ
有
之
煩
悩
断
尽
往
生
之
文ハ
在
之
否ヤ
〔
一
丁
右
〕
つ
ま
り
、
三
経
一
論
五
部
九
帖
の
中
に
罪
障
滅
尽
往
生
の
文
は
あ
る
。
し
か
し
、
煩
悩
が
断
尽
し
て
往
生
す
る
文
は
あ
る
の
か
、
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
存
応
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
一
、
正
理
解
云
夫
念
佛ノ
妙
行ハ
法
蔵
比
丘ノ
昔シ
於
先
佛ノ
処ニ
従リ
二
百
一
十
億
諸
佛ノ
願
行ノ
中ニ
選
択シ
給ル
行
也
故ニ
選
取レハ
金
玉
故ニ
選
択ノ
行
也
豈ニ
不
妙
縁
乎
〔
二
丁
右
〕
つ
ま
り
、
念
仏
の
妙
行
は
法
蔵
比
丘
の
昔
、
先
仏
の
処
に
お
い
て
、
二
百
一
十
一
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
億
諸
仏
の
願
行
の
中
よ
り
選
択
さ
れ
た
行
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
れ
が
妙
な
ら
ざ
る
縁
で
あ
ろ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
量
壽
経ノ
下
云
彼
佛
名
号
歓
喜
踊
躍
乃
至
一
念
當
知
此
人
為
得
大
利
則
是
具
足
上
功
徳
」〔
二
丁
右
〕
と
言
っ
て
、
仏
名
号
を
聞
い
て
歓
喜
踊
躍
し
て
、
念
仏
を
相
続
す
れ
ば
、
浄
土
往
生
と
い
う
大
利
益
と
無
上
功
徳
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
て
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
を
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
念
仏
が
無
上
の
功
徳
で
あ
る
所
以
に
つ
い
て
「
選
択
云
上
功
徳ト
者
是
對ル
有
上ニ
言
也
以
余
行
為
有
上
念
佛
為
上ト
」〔
二
丁
右
〕
と
言
っ
て
『
選
択
集
』
第
五
章
を
引
用
し
、
さ
ら
に
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
か
ら
も
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。
万
善ノ
妙
體ハ
即
名
号ノ
六
字ニ
恒
沙ノ
功
徳ハ
備
口
ノ
一
行ニ
大
願
業
力ノ
所
構
出
令
譲
与
万
徳ヲ
行
者ニ
他
力
難
思ノ
巧
方
便ナルハ
令
超
過シ
一
ヲ
衆
善ニ
乃
至
大
利ノ
名
号
也
上
功
徳
也
〔
二
丁
右
〕
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
名
号
に
は
無
量
の
功
徳
が
備
わ
り
、
大
願
業
力
に
よ
り
万
徳
が
念
仏
行
者
に
譲
り
与
え
ら
れ
る
。
称
名
は
他
力
難
思
の
巧
方
便
で
あ
り
、
た
だ
一
称
で
も
衆
善
を
超
過
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
う
い
う
大
利
益
が
あ
り
、
無
上
功
徳
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
よ
っ
て
存
応
は
、
念
仏
と
は
選
択
さ
れ
た
行
で
あ
り
、
こ
の
名
号
に
は
無
上
の
功
徳
が
あ
り
、
名
号
を
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩
悩
が
尽
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
『
般
舟
讃
』
か
ら
「
門
々
不
同ニ
八
万
四アル
ハ
為
滅ンカ
明
果ト
業
因トヲ
利
即
是
弥
陀ノ
号ナリ
一
聲
念レハ
罪
皆
除クト
」〔
二
丁
左
〕
と
、
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
良
忠
の
『
般
舟
讃
私
記
』
の
「
明ト
者
煩
悩
道ニ
果ト
者
苦
道
業
因ト
者
業
道
也
」〔
二
丁
左
〕
を
引
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
声
称
念
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
明
・
果
・
業
因
に
よ
る
罪
が
皆
除
か
れ
る
と
言
い
、『
般
舟
讃
私
記
』
に
は
無
明
と
は
煩
悩
道
、
果
と
は
苦
道
、
業
因
と
は
業
道
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
八
万
四
千
の
法
門
が
滅
除
の
対
象
と
す
る
も
の
を
挙
げ
た
上
で
、
利
剣
の
名
号
に
よ
っ
て
諸
の
煩
悩
が
皆
滅
尽
す
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
『
安
楽
集
』
下
巻
を
典
拠
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
如
摩
訶
衍
中ニ
説テ
云
諸
余ノ
三
昧ハ
非
為ルニ
三
昧
何
以ノ
故ニ
或ハ
有
三
昧
但
能
除テ
瞋
不
能
除
癡
貪ヲ
乃
至
一
切
諸
障
悉
皆
除
也
〔
二
丁
左
〕
『
安
楽
集
』
第
四
大
門
、
第
三
問
答
解
釈
を
補
っ
て
み
る
と
、
念
仏
三
昧
以
外
の
三
昧
は
三
毒
の
内
の
一
毒
を
除
け
ば
後
の
二
つ
は
除
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
、
念
仏
三
昧
は
三
毒
と
諸
障
を
除
く
こ
と
が
出
来
る
と
説
い
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
更
に
存
応
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
爰ニ
浅
智
短
才
人
与
可
有
意
趣
者
三
心
具ノ
念
佛ノ
人モ
凡
夫ノ
修
行ナレハ
前
念ニ
々
佛シ
後
念
作
悪ノ
故ニ
三
毒
不
滅ト
云
不
審
可
有
會
云
念
佛ノ
行
者
凡
夫ノ
習ナレハ
又
三
毒カ
超ルソ
雖
然
念
々
念
佛レハ
衆
罪
消
除ス
是ヲ
随
犯
随
懺ト
云
也
〔
三
丁
右
〕
つ
ま
り
存
応
は
、
盛
林
の
こ
と
を
浅
智
短
才
の
人
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
三
心
具
足
の
人
の
念
仏
も
凡
夫
の
修
行
で
あ
る
か
ら
前
念
に
念
仏
し
て
も
、
後
念
に
悪
を
作
す
た
め
、
三
毒
は
滅
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
疑
い
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
存
応
は
、
念
仏
の
行
は
凡
夫
の
習
で
あ
る
か
ら
、
再
三
三
毒
が
起
こ
る
け
れ
ど
も
、
念
念
に
念
仏
す
れ
ば
衆
罪
が
消
除
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
随
犯
随
懺
を
用
い
て
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
随
犯
随
懺
に
つ
い
て
存
応
は
、
善
導
の
『
般
舟
讃
』、
良
忠
の
『
般
舟
讃
私
記
』
と
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
ず
、『
般
舟
讃
』
の
「
念
々
称
名
常
懺
悔
人
能
念
佛
佛
還
憶
」〔
三
丁
右
〕
の
一
八
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
の
研
究
（
舘
和
典
）
文
を
挙
げ
、
続
い
て
『
般
舟
讃
私
記
』
の
「
念
々
称
名
等
者
念
ト々ハ
与
常ト
云
義
是レ
同ク
称
名スレハ
即
有リ
滅
罪ノ
力
用
故ニ
云
懺
悔ト
」〔
三
丁
右
〕
を
引
用
し
、
ま
た
、
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
の
「
一
生
造
悪ノ
凡
夫
相
續
妄
念ノ
衆
生
随
犯
随
懺レハ
消
除
衆
罪
」〔
三
丁
右
〕
と
、「
凡
癈
悪
修
善ハ
佛
教フ
正
意ナレハ
癈
々
而
不ルハ
癈セ
何
為セン
息
妄
修シュ
心ハ
者
行
道ノ
大
途ナレ
息ナレ
息
々
而
不ルハ
息ラレ
何
為ン
但シ
須
弥
陀
之
本
願ヲ
但
須
唱
他
力ノ
名
号ヲ
此
則
造
悪ノ
上ノ
癈
悪
之
法
也
妄
心ノ
中ノ
息
妄ノ
行
也
」〔
三
丁
右
〕
の
文
を
用
い
て
一
生
造
悪
の
凡
夫
、
相
続
妄
念
の
衆
生
は
随
犯
随
懺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
罪
が
消
除
で
き
る
。
つ
ま
り
口
唱
称
名
の
一
行
は
造
悪
の
上
の
癈
悪
の
法
で
あ
っ
て
、
妄
心
の
中
の
息
妄
の
行
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
証
拠
を
挙
げ
存
応
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
罪
障
・
煩
悩
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
罪
を
滅
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
主
張
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
煩
悩
未
断
の
凡
夫
で
も
念
仏
の
功
力
に
よ
っ
て
往
生
出
来
る
か
に
つ
い
て
、
盛
林
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
當
流
之
大
意ハ
平
生
念
佛ノ
一
念
云
云ニ
滅
罪ハ
存
之
以
念
佛ノ
功
力ヲ
難
離
罪
障ノ
分
滅
尽レ
煩
悩ハ
未
断
也ト
雖
去
遂
往
生
極
楽ヲ
靍
不
切
鴨
不
續
謂
也
〔
一
丁
右
〕
つ
ま
り
、
当
流
の
見
解
で
は
、
平
生
念
仏
の
一
念
一
念
に
罪
は
滅
す
る
。
念
仏
の
功
徳
の
力
に
よ
っ
て
離
れ
難
き
罪
障
が
滅
す
れ
ば
、
煩
悩
は
未
断
で
あ
っ
て
も
た
だ
ち
に
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
鶴
の
足
は
長
い
か
ら
と
い
っ
て
切
っ
た
り
、
鴨
の
足
は
短
い
か
ら
と
い
っ
て
継
い
だ
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
性
を
む
や
み
に
改
め
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
天
分
を
踏
ま
え
て
物
事
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
存
応
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
一ツ
正
理
解
云
宗
門ノ
意ハ
極
悪
最
下ヲ
為
本
故ニ
不
断
證
直
入
報
土
判シ
末
断
惑
凡
夫
報
土
得
生
尺セリ
横
超
断ノ
益ニ
彰ルソ
〔
三
丁
左
〕
つ
ま
り
、
宗
門
の
意
は
極
悪
最
下
の
凡
夫
救
済
を
本
意
と
し
て
い
る
の
で
、
未
断
惑
の
凡
夫
で
も
報
土
に
往
生
で
き
る
が
、
こ
れ
は
横
超
断
の
利
益
で
あ
る
。
こ
の
横
超
断
の
利
益
の
根
拠
と
し
て
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
「
横
截
五
悪
趣
々
々
自
然
閉
」〔
三
丁
左
〕
と
、『
安
楽
集
』
巻
下
の
「
一
時
頓
捨
故
名
横
截
云
云
」
〔
三
丁
左
〕
と
、『
観
経
疏
』
玄
義
分
第
一
の
「
横
超
断
四
流
」〔
三
丁
左
〕
等
の
経
典
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
な
い
盛
林
に
対
し
て
、
存
応
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
知テ
機ヲ
不
知
法
〔
三
丁
左
〕
つ
ま
り
、
盛
林
は
摂
取
さ
れ
る
凡
夫
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
根
本
と
な
る
教
義
を
知
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
存
応
は
『
般
舟
讃
』
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
残
未
尽
花
中
合
十
二
却
後
始
花
開
已上
穢
土ニ
用ヲ
滅シ
浄
土ニ
業
躰ヲ
滅スト
云
義
有リ
此
土ニ
不
滅ト
可
云
如
何
會
云
宗
旨ニ
四
義ノ
建
立アリ
此
是
此
土ノ
修
治
断
除ニ
相
對
教
門
一
往ノ
化
義
非
実
義ニ
〔
三
丁
左
〕
つ
ま
り
、
浄
土
に
往
生
す
る
と
、
ま
ず
蓮
華
の
花
中
に
抱
摂
さ
れ
る
の
だ
が
、
残
が
あ
る
間
は
花
中
に
留
ま
り
十
二
劫
の
後
、
残
が
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
花
が
開
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
存
応
は
こ
れ
に
関
し
て
穢
土
に
お
い
て
業
用
を
滅
し
、
浄
土
に
往
生
し
た
後
に
業
体
が
滅
す
る
と
い
う
教
義
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
宗
旨
の
四
義
説
２
に
よ
る
と
仮
の
教
え
で
あ
っ
て
真
実
の
教
え
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
三
つ
目
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
罪
障
・
煩
悩
共
に
滅
し
、
穢
土
に
お
い
て
悟
れ
る
の
な
ら
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
意
義
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
盛
林
の
批
判
に
対
し
て
、
存
応
が
反
論
す
る
箇
所
で
あ
る
。
一
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
盛
林
は
「
浄
福
寺
筆
記
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
其レ
淨
土
宗ハ
諸
宗
超
過
之
規
模
在
之
有
何ノ
不
足
名
号ニ
瑕ヲ
付ルト
云ンヤ
然ル
処ニ
念
ニ々
罪
煩
共ニ
断
尽スト
云
云
然
者
四
十
八
願
之
内
名
号
本
願ノ
以
一ヲ
穢
土ニ
證ル
佛
品ヲ
也
於テハ
其
義ニ
者
極
ハ
雪
上ノ
霜
也
〔
一
丁
右
〕
つ
ま
り
、
浄
土
宗
に
は
諸
宗
を
超
過
す
る
救
済
の
規
模
が
あ
る
。
だ
か
ら
名
号
の
働
き
に
は
何
の
不
足
も
な
い
。
一
念
一
念
に
罪
煩
が
共
に
断
尽
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
第
十
八
願
の
称
名
念
仏
の
一
行
に
よ
っ
て
穢
土
に
お
い
て
仏
果
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
極
楽
は
雪
上
の
霜
の
よ
う
に
何
ん
の
意
義
も
発
揮
し
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
存
応
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
立
方
域
即
方
域ニ
正
有
相ヲ
即
色
相ニ
乃
至
見
生ノ
當
躰ヲ
不
改
凡
夫
不
覚ニ
生ノ
本
施ニ
轉
入ス
〔
四
丁
左
〕
つ
ま
り
存
応
は
、
空
無
相
の
境
に
入
る
こ
と
を
本
旨
と
す
る
大
乗
仏
教
に
あ
っ
て
浄
土
教
は
何
故
、
指
方
立
相
を
説
く
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
浄
土
は
無
相
の
理
を
離
れ
た
も
の
で
は
な
く
仮
設
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
の
見
解
に
基
づ
く
往
生
浄
土
と
い
う
見
生
も
改
め
る
こ
と
な
く
、
本
来
の
無
生
の
境
に
転
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
て
い
る
。
四
つ
目
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
罪
障
・
煩
悩
共
に
断
尽
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
第
十
八
願
の
本
願
の
名
号
に
よ
っ
て
穢
土
で
仏
果
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
、と
い
う
盛
林
の
批
判
に
対
し
て
は
、次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
一
正
理
解
云
四
十
八
願ニ
付
而
攝
法
身
攝
浄
土
攝
衆
生ノ
三
重
有リ
攝
衆
生ノ
願ニ
攝
機
攝
行
有リ
今ノ
十
八
願ハ
攝
行
生
因タリ
攝
機
攝
行ヲ
取リ
分テ
見ヨ
不
審ハ
キヲ
雖
然
念
佛ハ
名
躰
義
用
不
離ノ
故ニ
名
号ヲ
称レハ
光
照
柔
軟ノ
益
有リ
〔
五
丁
右
〕
つ
ま
り
存
応
は
、
浄
影
寺
慧
遠
が
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
お
い
て
四
十
八
願
を
摂
法
身
、
摂
浄
土
、
摂
衆
生
の
三
つ
に
分
け
る
説３
）
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
聖
冏
の
『
釈
浄
土
二
蔵
義
』
に
出
る
用
語
を
用
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
摂
衆
生
の
願
に
は
摂
機
摂
行
が
あ
り
、
そ
の
中
で
第
十
八
願
は
摂
行
生
因
で
あ
る
。
こ
の
摂
機
摂
行
を
分
け
て
み
れ
ば
疑
い
は
無
い
も
の
の
、
念
仏
は
名
体
義
用
が
不
離
で
あ
る
こ
と
か
ら
念
仏
を
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
光
照
柔
軟
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
光
照
柔
軟
の
利
益
に
つ
い
て
『
無
量
寿
経
』
上
巻
の
「
三
垢
消
滅
身
意
柔
軟
已上
」〔
五
丁
右４
）
〕
を
引
用
し
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
た
な
ら
ば
、
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
煩
悩
は
た
ち
ま
ち
消
え
て
、
身
も
心
も
柔
軟
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
存
応
の
反
論
を
見
る
と
、
そ
の
主
旨
は
第
十
八
願
は
衆
生
が
念
仏
行
に
よ
っ
て
浄
土
に
摂
取
さ
れ
る
願
で
あ
る
か
ら
、
第
十
八
願
は
穢
土
成
仏
の
願
で
は
な
く
、
彼
土
往
生
の
願
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
つ
目
は
、
盛
林
が
業
と
煩
悩
を
各
別
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
批
判
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
盛
林
の
主
張
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。
一
浄
福
寺
云ヒ
分
者
業ト
煩
悩ハ
各
別ト
比
判シタリ
是
又
偏
属ヨ
〔
五
丁
右
〕
つ
ま
り
存
応
は
、
盛
林
の
主
張
を
偏
見
と
し
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
一
正
理
解
云
生
死ヲ
引ク
就テ
罪
業ニ
煩
悩
業
苦ノ
三
道ヲ
分ツ
則ンハ
業
煩
悩
各
別タリ
不
分
則ハ
惣
生
死ヲ
引ク
結
縛ヲ
皆
罪
業ト
云タリ
是
々
不
同ナリ
不
可
一
准
然
者
偏ニ
云ハ
未
在
云
云
〔
五
丁
右
〕
つ
ま
り
、
生
死
の
原
因
を
煩
悩
・
業
・
苦
と
い
う
よ
う
に
三
分
す
る
の
か
、
三
分
せ
ず
に
罪
業
と
総
括
し
て
み
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
二
〇
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
の
研
究
（
舘
和
典
）
そ
れ
を
一
説
に
定
め
て
論
ず
る
の
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
３
、
存
応
に
対
す
る
盛
林
の
再
反
論
盛
林
は
、「
増
上
寺
源
誉
記
録
之
破
文
」
を
著
し
て
、
存
応
が
五
段
に
分
け
て
批
判
し
た
も
の
に
対
し
て
再
び
反
論
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
破
文
の
冒
頭
部
分
に
は
、「
今
又
作テ
破
尺ヲ
而
贈ヲクル
向
後
敢テ
非レハ
常
人ノ
言ニ
不
可
入
常
人ノ
耳ニ
」〔
六
丁
〕
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
ま
た
破
釈
を
作
っ
て
後
の
人
に
贈
る
の
だ
が
、
常
人
向
け
の
言
論
で
は
な
い
の
で
常
人
の
耳
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
れ
は
こ
の
破
文
が
始
め
か
ら
公
表
す
る
為
に
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
論
争
に
関
し
て
仏
教
教
理
に
精
通
し
た
後
の
人
に
、
正
し
い
見
解
を
求
め
る
為
に
書
い
た
盛
林
秘
蔵
の
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
盛
林
の
反
論
に
つ
い
て
は
、
滅
煩
悩
・
滅
罪
に
つ
い
て
の
両
者
の
立
場
が
よ
く
分
か
る
一
つ
目
と
二
つ
目
の
批
判
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
一
つ
目
の
再
反
論
は
、
存
応
が
念
仏
の
妙
行
は
法
蔵
比
丘
の
昔
、
先
仏
の
処
に
お
い
て
、
二
百
一
十
億
諸
仏
の
願
行
の
中
よ
り
選
択
さ
れ
た
行
で
あ
り
、
そ
れ
が
妙
な
る
縁
で
あ
る
と
念
仏
往
生
の
本
願
の
深
厚
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
で
あ
る
。
盛
林
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
浄
福
寺
予
云
古
人
云
欲ハ
達
能
破
者
先ツ
達ヨ
所
破ニ
矣
彼
執
者
不
達
所
破ニ
故ニ
能
破
又
不
中アタラ
其
故ハ
誰カ
云ン
不
選
択
本
願
之
念
佛
也トハ
所
以ニ
決
疑
鈔
云
其ノ
本
願ト
者
自
二
百
一
十
億ノ
諸
佛
願
行
之
中
所
選
択
本
願
也ト
已上
故ニ
大
原ニ
云
此
易
修
功
高ク
易
行
理
深
故
也
巳上
此
則
本
願
名
号
勝
易ノ
二
義
顕
然ニ
余
行
不
可
並
於
肩ヲ
故ニ
善
導ノ
云
自
余ノ
衆
善ハ
雖
名
是
善ト
若
比
念
佛ニ
者
全
非
比
校
也
已上
〔
六
丁
左５
）
〕
す
な
わ
ち
、
古
人
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
話
題
の
俎
上
に
あ
る
こ
と
を
論
破
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
も
の
の
内
容
を
熟
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
存
応
は
問
題
の
所
在
を
よ
く
理
解
出
来
て
い
な
い
。
誰
も
が
念
仏
行
を
不
選
択
本
願
な
ど
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
良
忠
の
『
決
疑
鈔
』
巻
第
一
に
も
本
願
念
仏
と
は
二
百
一
十
億
も
の
諸
仏
の
願
行
の
中
か
ら
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
ま
た
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
に
は
、
天
台
座
主
顕
真
の
速
や
か
に
生
死
を
離
れ
る
道
に
つ
い
て
の
問
い
に
対
し
て
、
法
然
は
廬
山
の
慧
遠
の
『
念
佛
三
昧
宝
王
詩
序
』
に
出
る
諸
の
三
昧
の
中
で
も
念
仏
三
昧
は
功
徳
が
高
く
、
し
か
も
行
じ
易
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
文
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
盛
林
が
『
決
疑
鈔
』
巻
第
一
を
持
ち
出
し
た
所
以
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
聖
光
（
一
一
六
二
｜
一
二
三
八
）
の
『
徹
選
択
本
願
念
佛
集
』
巻
上
（
以
降
『
徹
選
択
』
と
略
す
）
に
は
、
諸
仏
に
よ
っ
て
念
仏
行
が
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
文
脈
で
「
不
選
択
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
念
仏
の
深
厚
性
は
十
分
に
承
知
し
て
い
る
と
前
置
き
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
然ニ
今ノ
論
談ハ
平
生
念
佛
一
念ノ
功
力ニ
滅
罪
断
罪ノ
論ニ
全
選
択
本
願
不
選
択
本
願
念
佛ヲ
非
論
之レヲ
何ソ
事ヲ
寄ニ
法
躰ノ
具
徳ニ
乱
還
機
修
行ノ
次
位ヲ
乎
〔
七
丁
右
〕
つ
ま
り
、
念
仏
一
念
の
功
力
に
よ
る
滅
罪
・
断
煩
悩
の
論
談
に
お
い
て
、
選
択
本
願
ま
た
は
不
選
択
本
願
念
仏
と
い
う
論
点
を
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な
い
。
何
故
、
問
題
を
名
号
の
法
体
に
功
徳
が
備
わ
る
こ
と
に
の
み
託
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
そ
れ
は
還
っ
て
機
の
修
行
の
順
序
を
乱
す
こ
と
に
な
る
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
盛
林
が
、「
滅
」
の
働
き
を
全
て
名
号
の
功
徳
の
み
に
託
し
て
、
念
仏
者
の
機
根
に
差
異
が
あ
る
と
い
う
現
実
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
を
二
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
取
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
盛
林
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
爰ヲ
以テ
案
之
念
佛
勝
行ノ
故ニ
煩
悩
断
尽ト
思
也
又
勝
行ノ
念
佛
不
滅
尽
煩
悩ヲ
其
功
不
可
立
思
也
少スクナケレ
所
見
多
所
佐
口
決
鈔
之
了
誉
三
経
一
論ノ
説
相
五
部
九
巻ノ
判
尽
盛ニ
挙
罪
障
消
滅ノ
法ヲ
悉ク
勸ム
浄
土
往
生ノ
之
行ヲ
因
茲
雖
有
煩
悩
未
断
凡
夫
生
浄
土ニ
之
説
教
不
見
罪
障
未
尽ノ
衆
生
ス々ル
浄
土ニ
之
經
尺ヲハ
何ニ
况ヤ
當
流
相
傳
之
諸
鈔
ノ
中ニ
滅
罪
往
生ノ
文
惟
多シ
已上
以
此
文ヲ
證ルニ
三
経
一
論
五
部
九
巻
之
中ニ
罪
障
滅
尽
往
生ノ
文ハ
有
之
煩
悩
断
尽
往
生
之
文
無ト
之
云ヲ
汝
謬
者
愚
侶ハ
了
誉ノ
字ス
御
言ヲ
何
属
謬
解
乎
了
誉ハ
一
宗ノ
破
滅スル
事ヲ
不
弁
給
汝ハ
一
宗ノ
建
立
之
旨ヲ
能
々
弁スト
之
云
与
言
有リ
千
万
誰カ
許
之
乎
〔
七
丁
右
〕
つ
ま
り
、
存
応
の
理
解
を
見
て
み
る
と
、
念
仏
は
勝
行
で
あ
る
か
ら
煩
悩
も
断
尽
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
盛
林
は
、
勝
行
の
念
仏
で
あ
っ
て
も
煩
悩
を
滅
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る
所
見
は
少
な
い
け
れ
ど
も
補
っ
て
く
れ
る
も
の
は
多
い
と
述
べ
、
聖
冏
の
『
浄
土
述
聞
口
決
鈔
』
巻
上
に
出
る
「
当
果
を
礙
る
罪
障
を
尽
さ
ず
と
雖
も
尚
往
生
を
得
る６
）
」
と
い
う
義
は
、
有
り
得
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
否
定
す
る
文
を
引
用
し
て
、「
三
経
一
論
の
説
相
、
五
部
九
巻
の
中
に
は
盛
ん
に
罪
障
消
滅
の
法
を
挙
げ
て
浄
土
往
生
の
行
を
勧
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
煩
悩
未
断
の
凡
夫
が
浄
土
に
生
ず
る
と
い
う
説
教
は
あ
る
が
、
罪
障
未
尽
の
衆
生
が
浄
土
に
生
ず
る
と
い
う
経
釈
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ま
た
当
流
相
伝
の
諸
鈔
の
中
に
滅
罪
往
生
の
文
は
多
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
三
経
一
論
五
部
九
巻
の
中
に
罪
障
滅
尽
往
生
の
文
は
あ
る
が
、
煩
悩
断
尽
往
生
の
文
は
無
い
と
い
う
私
の
説
に
関
し
て
、
存
応
は
了
誉
の
御
言
を
挙
げ
て
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
私
の
見
解
が
謬
解
に
な
る
の
か
と
疑
問
を
呈
し
、
了
誉
は
一
宗
を
破
滅
す
る
よ
う
な
事
を
弁
じ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
存
応
の
説
示
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
然ハ
正
理
解ノ
頭ニ
可
増
不ノ
一
字ヲ
求
好
肉
上ノ
疵ヲ
故ニ
後
々
准
之
執
者
引
経
云
量
寿
経
下
云
彼
佛
名
号
喜
踊
躍
乃
至
一
念
當
知
此
人
為
徳
大
利
即
是
具
足
上
功
徳
已上
選
択
云
上
功
徳ト
者
是
對
有
上ニ
言
也
以
余
行ヲ
爲
有
上ト
以
念
佛ヲ
爲
上ト
已上
」〔
七
丁
左７
）
〕
と
存
応
の
正
理
解
の
文
の
冒
頭
に
は
「
不
」
を
付
け
加
え
、
不
正
理
解
と
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
肉
の
上
の
疵
を
求
め
好
む
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
全
く
無
意
味
な
こ
と
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
存
応
は
煩
悩
断
尽
の
証
左
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
流
通
分
、
ま
た
そ
こ
を
引
用
す
る
『
選
択
集
』
第
五
章
を
引
用
し
て
い
る
と
盛
林
は
指
摘
し
て
い
る
。
続
い
て
盛
林
は
、
道
鏡
・
善
道
の
『
念
佛
鏡
』
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
予
云
念
佛
鏡
云
准
観
經ノ
中ニ
念
佛
一
口スレハ
滅
八
十
億
劫ノ
生
死ノ
之
罪ヲ
還テ
得
八
十
億
劫ノ
微
妙ノ
功
徳ヲ
唯
一
劫ノ
功
徳
尚
不
可
思
義
何ニ
况ヤ
百
劫
千
劫
万
劫
億
劫ノ
功
徳
不
可
知
數ヲ
故ニ
云
不
可
思
義
功
徳
已上
故ニ
知ヌ
一
念
滅
罪
之
劫
不
可
思
義
也
故ニ
云
上
功
徳ト
余
行ハ
不
尓
故ニ
云
有
上ト
又
功
徳ハ
約
法
躰ニ
感
應
之
浅
深ハ
依
機
之
上
下ニ
然ハ
偏ニ
約
法
躰
含
蔵ノ
功
徳ニ
忘ルル
萬
機ノ
参
差ヲ
是
非
白
旗ハタ
一
流
之
意ニ
者
法
躰ハ
上
大
利ヲ
能
立
猶ヲ
不
乱
機
根ノ
上
下ヲ
故ニ
世
話
云
耶カ
依
持
手ニ
已上
シ
此ノ
意
与
何ソ
今
忘テ
凡
夫ノ
機ヲ
一
念ニ
煩
悩
滅
尽ト
云ン
乎
〔
八
丁
右８
）
〕
つ
ま
り
、『
念
仏
鏡
』
第
五
量
功
徳
門
が
、
念
仏
多
善
根
な
る
こ
と
を
論
ず
る
中
で
、『
観
経
』
に
よ
っ
て
念
仏
一
口
す
れ
ば
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
滅
し
て
、
八
十
億
劫
の
微
妙
の
功
徳
が
得
ら
れ
る
。
た
だ
一
劫
の
功
徳
で
あ
っ
て
も
不
二
二
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
の
研
究
（
舘
和
典
）
可
思
議
で
あ
る
の
に
百
劫
、
千
劫
、
万
劫
、
億
劫
の
功
徳
と
な
れ
ば
計
り
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
不
可
思
議
功
徳
と
い
う
の
で
あ
る
、
と
い
う
箇
所
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
一
念
滅
罪
の
功
徳
は
不
可
思
議
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
無
上
功
徳
と
い
う
の
で
あ
る
。
余
行
は
そ
う
で
な
い
の
で
有
上
と
い
う
の
で
あ
る
。
念
仏
の
功
徳
は
、
名
号
の
法
体
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
仏
凡
が
感
応
す
る
浅
深
は
機
根
の
上
下
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
専
ら
名
号
の
法
体
含
蔵
の
功
徳
の
み
に
滅
の
働
き
を
集
約
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
機
根
の
参
差
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
白
旗
一
流
の
教
え
で
は
な
い
。
名
号
の
法
体
は
無
上
大
利
を
打
ち
立
て
得
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
機
根
の
上
下
を
乱
す
こ
と
は
な
い
。
中
国
の
説
話
に
由
来
す
る
諺
に
も
「
名
剣
も
使
う
人
の
腕
前
に
よ
っ
て
切
れ
味
が
違
う
」「
正
宗
の
刀
も
持
ち
手
に
よ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
使
い
手
の
機
根
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
今
、
凡
夫
の
機
根
を
忘
れ
て
一
念
に
よ
る
煩
悩
滅
尽
を
主
張
す
る
の
か
と
存
応
の
説
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
存
応
が
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
に
言
う
と
こ
ろ
の
、
阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
名
号
に
は
無
量
の
功
徳
が
備
わ
っ
て
お
り
、
大
願
業
力
に
よ
り
万
徳
が
念
仏
行
者
に
譲
り
与
え
ら
れ
る
。
称
名
は
他
力
難
思
の
巧
方
便
で
あ
る
の
で
、
た
だ
一
称
で
衆
善
を
超
過
す
る
大
利
益
が
あ
り
、
無
上
功
徳
が
あ
る
と
い
う
文
を
取
り
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
盛
林
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
執
者
云
大
原
云
万
善ノ
妙
躰ハ
即
名
号ノ
六
字ニ
恒
沙ノ
功
徳ハ
備ル
口
ノ
一
行ニ
大
願
業ノ
カ
所
構
出
令
譲
也
可
法ヲ
他
力
難
思ノ
巧
方
便
令
超
過
一
ヲ
衆
善ニ
乃
至
大
利ノ
名
号
上ノ
功
徳
也ト
已上
万
徳
所
ノ
要
法
大
利ノ
益
上ノ
徳
果
煩
悩
業
尽
決
定
也
已上
予
云
彼
所
引
文ハ
従
本
名
号
万
徳
所
之
本
文
也
是
正ク
約
名
号ノ
法
躰ニ
万
徳
所
ノ
落
居シ
其
上ニ
兼ハ
機ノ
利
益ヲ
文
章
也
先ツ
万
徳
所
ト
者
酉
誉
上
人
云
凡ソ
聖
道
門ノ
意ハ
談
浄
穢
不
二
凡
聖
一
如ト
故ニ
於
世
間
所
有ノ
万
法ニ
諸
法
実
相
談
之
此
宗ハ
伐テ
之テ
如
来
所
有ノ
万
法
也
其
如
来
所
有カ
之
弘テ
成ル
名
号
所
有ノ
功
徳ト
名
号
所
有ノ
万
法ナレハ
万
法
皆
成
名
号
躰
内
之
功
徳ト
也
已上
此
文
明ニ
約
法
躰ニ
但
名
号ノ
法
躰
万
法
圓
備ノ
故ニ
上
大
利ト
云
此
法
躰ヲ
機ニ
持テ
令
超
過
一
称ヲ
衆
善ニ
此ハ
是
臨
終
廻
心ノ
下
上
品ノ
機
念
佛
一
聲ノ
功
力ニテ
除
五
十
億
劫ノ
罪ヲ
還テ
得
五
十
億
劫ノ
微
妙
不
可
思
義
功
徳ヲ
意
也
大
利ノ
名
号
上ノ
功
徳ナレハコソ
罪
障
年シ
深レ
念
佛ノ
日
浅ク
一
返テハ
滅シタル
故ニ
余
行ハ
不
堪
此
咒ニ
又
功
徳
浅
危ナレハ
此
機
所
具ノ
五
十
億
劫ノ
罪
滅ス
間ニ
敷シキ
事ヲ
尺
尊
知シ
食
余
法ヲハ
不
説
絡
然ハ
為ニ
極
悪
最
下ノ
機ノ
説クト
極
善
寂
上ノ
法ヲ
思
召
對
下
三
品ノ
十
悪
破
戒
五
逆ニ
一
聲
一
念
十
念ヲ
説キ
給フ
爰
以
再
三
昧
之
勝
劣
非
解スルニ
金
鍮ニ
雑
行ヲ
乎
故ニ
知ヌ
以
余
行ヲ
為
少
利
有
上ト
以
念
佛
為ル
大
利
上ト
文
義
極
成ス
違テ
滅
罪
往
生
文
之
大
旨ニ
煩
悩
業
尽スト
云ン
乎
古
人
云
如
不
及
過タル
已
上
〔
八
丁
左
目
〕
つ
ま
り
、
存
応
は
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
の
冒
頭
の
部
分
を
以
っ
て
煩
悩
業
が
滅
尽
す
る
と
主
張
す
る
。
盛
林
の
見
解
は
、
名
号
の
法
体
に
万
徳
が
所
帰
し
て
い
て
、
そ
の
上
、
機
根
の
利
益
を
も
兼
ね
た
文
章
で
あ
る
。
万
徳
所
帰
に
つ
い
て
酉
誉
聖
聰
（
一
三
六
六
｜
一
四
四
〇
）
は
、
聖
道
門
は
浄
穢
不
二
凡
聖
一
如
を
説
く
か
ら
、
世
間
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
諸
法
実
相
を
み
る
。
浄
土
宗
は
そ
う
で
は
な
く
、
如
来
所
有
の
万
法
を
諸
法
実
相
と
み
る
の
で
あ
り
、
そ
の
弘
き
如
来
所
有
の
万
法
が
、
名
号
所
有
の
功
徳
な
の
で
あ
る
か
ら
如
来
所
有
の
万
法
は
名
号
体
内
の
功
徳
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
は
明
ら
か
に
名
号
の
法
体
に
万
徳
が
帰
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
だ
か
ら
名
号
の
法
体
に
は
如
来
の
万
法
が
円
か
に
備
る
か
ら
無
上
大
利
と
い
う
。
こ
の
名
号
の
法
体
を
機
に
執
持
さ
せ
て
、
二
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
一
称
で
も
衆
善
を
超
過
さ
せ
る
。
こ
れ
は
臨
終
廻
心
の
下
品
上
生
の
機
根
が
念
仏
一
声
の
す
ぐ
れ
た
利
徳
に
よ
っ
て
五
十
億
劫
の
罪
を
除
き
、
か
わ
り
に
五
十
億
劫
の
微
妙
の
不
可
思
議
功
徳
を
得
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
大
利
の
名
号
に
は
無
上
功
徳
が
あ
る
か
ら
平
生
に
犯
し
た
数
々
の
罪
障
が
深
い
と
し
て
も
、
念
仏
を
一
遍
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
滅
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
極
悪
最
下
の
機
根
の
た
め
に
極
善
最
上
の
法
を
説
く
と
法
然
が
『
選
択
集
』
第
十
一
章
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
下
三
品
の
十
悪
・
破
戒
・
五
逆
の
機
根
に
一
声
一
念
十
念
を
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
余
行
を
も
っ
て
少
利
有
上
と
な
し
、
念
仏
を
も
っ
て
大
利
無
上
と
な
す
と
い
う
文
義
は
、
こ
こ
に
お
い
て
極
ま
っ
て
い
る
の
に
、
滅
罪
往
生
の
文
の
趣
旨
に
反
し
て
煩
悩
業
尽
と
ま
で
い
う
。
こ
の
よ
う
に
何
事
で
も
や
り
過
ぎ
る
こ
と
は
、
や
り
足
ら
な
い
こ
と
と
同
じ
で
良
く
な
い
と
孔
子
の
『
論
語
』
先
進
篇
第
十
六
の
言
葉
を
使
っ
て
存
応
を
批
判
し
、
更
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
又
彼
執
着ハ
一
宗ノ
果
報
極
談
之
佛
法ヲ
爲ル
不
相
傳
故ニ
煩
悩
未
断ナラハ
不
往
生ト
思
処
是
則
帯テ
自
カ
因
分ノ
眼ヲ
不
知
他
力
果
分ノ
秘
術ヲ
故
也
金
言ニ
処
ニ々
滅
罪
往
生
之
文ハ
煩
悩
未
断ノ
往
生ナル
ヲ
爲
ト々
列
祖
不
断
罪
等ノ
尺ハ
偏ニ
滅
罪
往
生ナル
愼
然
也
何ソ
約
法
躰ノ
功
徳ニ
忘
機
教
相
應
之
利
益
當
機ノ
上
下ヲ
乎
何ソニ
一
念ノ
称
名
煩
悩
滅
尽ノ
證
拠
有リヤ
但
執
者
雖
其ノ
證
専ラ
煩
悩
断
尽ト
云
端
的
四
知
圓
明ト
爲ル
乎
又
六
道
自
在ナル
乎
〔
九
丁
左
〕
つ
ま
り
、
存
応
が
盛
林
に
対
し
て
、
一
宗
の
果
報
極
談
の
仏
法
が
不
相
伝
の
た
め
に
、
煩
悩
未
断
で
あ
れ
ば
不
往
生
で
あ
る
と
主
張
す
る
処
を
ば
、
そ
れ
は
自
力
の
因
分
の
眼
を
帯
び
た
、
他
力
因
分
の
秘
術
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
方
、
金
言
の
所
々
に
見
ら
れ
る
滅
罪
往
生
の
文
は
煩
悩
未
断
の
往
生
を
指
し
て
お
り
、
列
祖
の
不
断
罪
等
の
解
釈
は
、
ま
さ
に
滅
罪
往
生
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
盛
林
は
、
滅
罪
往
生
は
認
め
る
け
れ
ど
も
断
尽
煩
悩
往
生
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
ま
た
盛
林
は
、
存
応
が
名
号
法
体
の
功
徳
の
み
に
集
約
し
て
し
ま
っ
て
、
衆
生
の
機
と
仏
の
教
え
と
の
相
応
の
利
益
と
当
機
の
上
下
を
忘
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
一
体
、
一
念
の
称
名
に
よ
る
煩
悩
滅
尽
の
文
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
言
い
、
そ
れ
で
も
煩
悩
断
尽
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
既
に
仏
智
で
あ
る
四
智
を
円
満
し
、
六
道
の
苦
を
も
自
在
に
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
存
応
が
『
般
舟
讃
』
の
「
門
々
不
同
八
万
四
為
滅
明
果
業
因
利
ハ
即
是
弥
陀ノ
号
一
聲
称
念
罪
皆
除
」〔
二
丁
左
〕
と
、
良
忠
の
『
般
舟
讃
私
記
』
の
「
明ト
者
煩
悩
道ニ
果ト
者
苦
道
業
因ト
者
業
道
也
」〔
二
丁
左
〕
の
文
を
用
い
て
「
平
生
念
佛ノ
力ニテ
不
限
三
毒ニ
諸
煩
悩
滅
尽
歴
然
也
」〔
二
丁
左
〕
と
、
平
生
念
仏
の
力
に
よ
っ
て
三
毒
に
限
ら
ず
諸
の
煩
悩
が
滅
尽
す
る
と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
盛
林
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
予
云
此
般
舟
讃
之
七
言
四
句ノ
文ハ
盲
漢ノ
執
者
不ルヤ
見
経
尽ノ
次
第ヲ
上ノ
二
句ハ
尺
尊
出
世シ
給テ
惣
爲
八
万
四
千ノ
機ノ
八
万
四
千ノ
法ヲ
説ク
應
病
良
薬ノ
消
息
也
然
則
迷
情ノ
病ヲ
大
分スルニ
不
出
煩
悩
業
苦ノ
三
道ヲ
爲
治
三
道ヲ
能
治ノ
法
門ニ
八
万
四
千アリ
此ハ
是レ
大
途
自
力
得
道ノ
文
記
全ク
非
他
力
本
願ノ
利
益ニ
故ニ
玄
義
云
依
心ニ
起ス
於
勝
行ヲ
門
余レリ
八
万
四
千ニ
漸
頓
各ノ
称
所
宜ニ
随
経ニ
者ハ
皆
蒙
解
脱ヲ
已上
法
事
讃
云
有
流
見
解ノ
心
非
一ニ
故ニ
有リ
八
万
四
千
門
已上
報
恩
経
云
衆
生ニ
有リ
八
万
四
千ノ
煩
悩
爲ニ
對
治
之ヲ
有
八
万
四
千ノ
法
門
已上
此
等ノ
経
尺ハ
尺
迦
一
代
之
化
道ニ
別
非
明
名
号ノ
攝
益ヲ
但シ
同
文
故
来
之
心
得
也
無
能
外
故ニ
其
謬
難
道
何ソ
余
教ノ
利
益
三
道
滅
尽ノ
文ヲ
念
佛
煩
悩
滅
尽ノ
證
拠ニ
引
之
乎
比
奥
々
々
〔
十
丁
右
〕
つ
ま
り
盛
林
は
、
存
応
は
こ
の
『
般
舟
讃
』
の
七
言
四
句
の
文
の
経
釈
の
わ
け
二
四
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
の
研
究
（
舘
和
典
）
を
理
解
出
来
て
い
な
い
と
言
っ
て
自
ら
の
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。『
般
舟
讃
』
の
七
言
四
句
の
文
の
上
の
二
句
で
あ
る
「
門
々
不
同
八
万
四
」
と
「
為
滅
明
果
業
因
」
の
本
意
は
、
釈
尊
が
出
世
さ
れ
、
八
万
四
千
の
機
根
の
為
に
八
万
四
千
の
法
を
説
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
良
薬
の
消
息
で
あ
る
。
だ
か
ら
迷
情
の
病
は
、
ほ
ぼ
煩
悩
・
業
・
苦
の
三
道
に
尽
き
る
。
そ
の
病
を
治
す
た
め
、
治
の
法
門
に
は
八
万
四
千
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
お
よ
そ
自
力
得
道
の
文
証
で
あ
っ
て
、
全
く
他
力
本
願
の
利
益
の
文
証
で
は
な
い
。
存
応
は
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
『
観
経
疏
』
玄
義
分
第
一
（
序
題
門
）
に
出
る
、
漸
頓
に
亘
る
八
万
四
千
の
法
門
の
こ
と９
）
や
、
『
法
事
讃
』
巻
下
の
冒
頭
に
出
る
、
釈
尊
教
化
が
対
機
の
ゆ
え
に
八
万
四
千
門
に
及
ぶ10
）
と
い
う
文
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
経
釈
は
釈
尊
一
代
の
化
道
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
特
別
に
名
号
の
摂
益
を
明
か
し
た
も
の
で
は
な
い
。
八
万
四
千
の
法
門
に
関
す
る
同
文
は
外
す
こ
と
の
出
来
な
い
古
来
か
ら
の
心
得
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
に
対
す
る
批
判
を
能
く
す
る
論
点
外
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
余
教
の
利
益
を
説
く
三
道
滅
尽
の
文
を
ど
う
し
て
念
仏
煩
悩
滅
尽
の
証
拠
と
し
て
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
盛
林
は
、『
般
舟
讃
』
の
文
の
う
ち
、
上
の
二
句
は
通
仏
教
的
立
場
に
立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
下
の
二
句
は
浄
土
門
側
の
立
場
に
立
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
「
利
ハ
即
是
弥
陀ノ
号
」
と
「
一
聲
称
念
罪
皆
除
」
の
二
句
の
本
意
は
、
正
し
く
念
佛
の
功
力
に
よ
る
業
道
滅
尽
の
証
拠
で
あ
っ
て
罪
皆
除
く
と
あ
る
が
、
三
道
皆
除
く
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
盛
林
は
『
般
舟
讃
私
記
』
の
文
を
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
利
等ト
者
三
千
佛
名
経
云
唯
在テ
佛
名
猛
利
可
断
業
縄ヲ
此
文
明ニ
云
断
罪
業
縄ト
故ニ
知ヌ
業
滅
尽ノ
證
文
也
何ソ
諸
煩
悩
滅
尽ノ
為ン
證
拠ト
乎
〔
十
一
丁
右11
）
〕
つ
ま
り
『
般
舟
讃
私
記
』
に
よ
る
と
、
利
剣
に
つ
い
て
は
『
三
千
佛
名
経
』
に
、
た
だ
佛
名
の
利
剣
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
業
縄
を
断
て
る
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
文
は
明
ら
か
に
業
滅
尽
の
証
文
で
あ
っ
て
、
諸
煩
悩
滅
尽
の
証
拠
で
は
な
い
と
存
応
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
盛
林
は
、
道
綽
が
『
安
楽
集
』
巻
上
第
一
大
門
に
お
い
て
一
切
衆
生
が
生
死
の
中
に
在
っ
て
も
念
仏
す
る
心
に
衆
生
身
内
の
三
毒
三
障
無
辺
の
重
罪
を
能
断
す
る
功
徳
が
あ
る
〔
十
一
丁12
）
〕
と
す
る
文
に
関
し
て
、
そ
の
本
拠
は
、
聖
光
の
『
徹
選
択
』
巻
下
に
も
引
用
さ
れ
る
『
大
智
度
論
』
第
十
三
巻
第
七
の
次
の
よ
う
な
文
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
予
云
此
安
楽
集ノ
本
拠ハ
鎮
西
上
人
徹
選
択ノ
下
巻ニ
四
十
四
番ノ
有
問
答
中ニ
第
三
十
一
番ノ
答ノ
中ニ
大
智
度
論ヲ
引
云
念
佛
三
昧ハ
能
除
種
ノ々
煩
悩
及ヒ
先
世ノ
罪ヲ
余ノ
諸ノ
三
昧ハ
有
能
除ク
婬ヲ
不
能
除
瞋
有アレ
能
除
瞋
不
能
除
淫ヲ
有
能ク
除ク
癡
不
能
除
淫
恚ヲ
有レ
能
除
三
毒ヲ
不
能
除
先
世ノ
罪ヲ
是ノ
念
佛
三
昧ハ
除
種
ノ々
罪ヲ
已上
是レ
正ク
彼ノ
論ノ
本
文
也
然レハ
綽
公
之
判ハ
取
意ノ
文
也
已上
増
上
寺
開
山
酉
誉
上
人
云
念
佛
三
昧ハ
除
種
々
煩
悩
種
々
罪
等
矣
仰
云
付タリ
酉
与ノ
御
言ニト
ア
ル
ハ
酉
誉
上
人
ノ
御
言
也
彼
論ハ
一
代
通
申ノ
論
也
念
佛
三
昧ノ
意
廣
宜ル
二
門ニ
聖
道
門ノ
意ハ
断
惑
證
理
入
聖
得
果
也
若
依テハ
其ノ
意ニ
種
々
煩
悩ハ
断
惑
也
浄
土
門ノ
意ハ
不
断
煩
悩
得
涅
槃
分
也
若
依テハ
此ノ
意ニ
種
々
煩
悩ハ
煩
悩ノ
力
用
也
是
則
罪
障
也
種
ノ々
罪ト
同
物
也
已
上
酉
誉
御
義
〔
十
一
丁
右13
）
〕
つ
ま
り
盛
林
は
、『
安
楽
集
』
の
典
拠
に
つ
い
て
『
徹
選
択
』
下
巻
所
引
の
中
の
『
大
智
度
論
』
を
引
用
し
、
念
佛
三
昧
は
他
の
三
昧
と
は
違
っ
て
、
種
々
の
煩
悩
・
先
世
の
罪
を
除
く
と
あ
る
が
、
道
綽
の
判
釈
は
そ
の
取
意
文
で
あ
る
と
述
べ
、
聖
聡
の
『
徹
選
択
本
末
口
傳
抄
』
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
聖
聡
は
、
下
線
部
の
聖
光
の
『
徹
選
択
』
の
本
文
で
あ
る
「
念
佛
三
昧
は
種
々
の
煩
悩
、
二
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
種
々
の
罪
を
除
く
」
と
い
う
文
に
対
し
て
自
ら
の
理
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
聖
光
の
論
は
一
代
通
申
の
論
で
あ
り
、
そ
の
念
佛
三
昧
の
意
趣
は
、
広
く
二
門
に
亘
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
聖
道
門
で
は
「
断
惑
証
理
入
聖
得
果
」
を
主
旨
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
種
々
の
煩
悩
は
断
惑
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
浄
土
門
で
は
「
不
断
煩
悩
得
涅
槃
分
」
を
主
旨
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
し
こ
の
説
に
よ
る
な
ら
ば
種
々
の
煩
悩
と
は
煩
悩
が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
る
「
煩
悩
の
力
用
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
罪
障
で
あ
り
、
種
々
の
罪
と
同
物
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
盛
林
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
此ノ
文
明ニ
分
二
門ノ
懸
隔ヲ
一
流ノ
相
相
傳ノ
至リ
隠スニ
処
有ハ
眼
何ソ
此
等ノ
疏
書ヲ
不ン
見
乎
諦
聴セヨ
々
ヨ々
酉
誉
上
人ハ
如キノ
執
者
為メニ
浅
智
短
才ノ
未
学ノ
尽
大
悲ノ
後
作ヲ
記シ
直キ
翰
墨ヲ
給フ
〔
十
一
丁
左
〕
つ
ま
り
、
こ
の
聖
聡
の
文
は
明
ら
か
に
二
門
の
懸
隔
を
分
明
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
浄
土
宗
に
お
け
る
相
・
無
相
伝
の
至
り
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
疏
書
を
拝
見
し
な
い
の
か
と
述
べ
、
そ
の
後
に
、
よ
く
聞
き
分
け
よ
と
言
い
、
聖
聡
は
存
応
の
よ
う
な
浅
智
短
才
の
未
学
の
者
の
為
に
、
こ
の
書
を
書
き
し
る
さ
れ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
存
応
が
、
念
仏
の
行
は
凡
夫
の
た
め
の
行
で
あ
り
、
三
毒
は
起
こ
る
が
、
念
念
に
念
仏
す
れ
ば
衆
罪
が
消
除
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
盛
林
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
執
者
自
問
自
答ノ
下ニ
凡
夫ノ
理ナレハ
又
三
毒
起ト
許カ
也
惣
未ルヲ
断
煩
悩ヲ
凡
夫トハ
云ソ
一
念ノ
力ニテ
煩
悩
断
尽ラハ
其ヲハ
聖
者ト
云ソ
愛
妻
愛
子
惜
身
惜
命ノ
者ヲ
凡
夫トハ
云ク
凡
聖ノ
起
尽ヲ
一
向
不
弁
之
撥
因
果ノ
邪
見
也
又
煩
悩
断
尽ノ
上ニ
重テ
煩
悩
起ルト
許サハ
終ニ
轉
迷
成
覚
之
入
眼ハ
云
一
笑
云
云
〔
十
二
丁
右
〕
つ
ま
り
盛
林
は
、
存
応
が
自
問
自
答
の
後
に
、
凡
夫
の
理
と
し
て
、
三
毒
は
起
こ
る
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
お
お
よ
そ
煩
悩
を
断
て
な
い
者
の
こ
と
を
凡
夫
と
い
う
の
で
あ
り
、
も
し
も
一
念
に
よ
っ
て
煩
悩
が
断
尽
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
聖
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
愛
妻
、
愛
子
、
惜
身
、
惜
命
の
者
を
凡
夫
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
存
応
は
凡
と
聖
に
お
け
る
三
毒
煩
悩
の
起
と
尽
を
一
向
に
理
解
出
来
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
因
果
を
否
定
す
る
邪
見
で
あ
り
、
煩
悩
断
尽
の
上
に
重
ね
て
煩
悩
が
起
る
と
す
る
な
ら
ば
、
つ
い
に
転
迷
成
覚
出
来
な
い
と
存
応
の
見
解
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
盛
林
は
、
存
応
の
随
犯
随
懺
の
理
解
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
随
犯
随
懺
之
言ハ
道
懺
悔
之
文
滅
罪
力
用ノ
證
消
除
衆
罪
皆
以
名
号
滅
罪
之
文ニ
曾テ
煩
悩
断
尽ノ
言
一
一
今ノ
成
潤
色ト
可
笑
云
云
執
者
引
文ニ
大
原
云
凡
癈
悪
修
善
乃
至
息
妄ノ
行
也
已上
此
文
又
罪
断
尽ノ
備
證
文ヲ
也
於
此
文ノ
中ニ
取テ
何ノ
文
言ヲ
煩
悩
断トハ
意
得
汝チ
能ク
視
聴セヨ
〔
十
二
丁
左
〕
つ
ま
り
、
随
犯
随
懺
の
言
葉
は
、
道
懺
悔
之
文
、
滅
罪
力
用
の
証
、
消
除
衆
罪
、
そ
れ
ら
は
全
て
名
号
に
よ
る
滅
罪
の
文
で
あ
る
。
か
つ
て
一
度
も
煩
悩
滅
尽
の
言
葉
は
な
い
こ
と
か
ら
、
存
応
の
見
解
は
笑
う
べ
き
潤
色
で
あ
る
と
述
べ
、
存
応
は
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
の
文
を
引
用
し
て
煩
悩
断
尽
の
証
文
と
し
て
い
る
が
、
盛
林
は
存
応
が
こ
の
文
の
中
の
ど
の
文
言
を
も
っ
て
断
煩
悩
で
あ
る
と
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
疑
問
を
呈
し
、
自
ら
の
理
解
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
癈
悪ハ
業
道ノ
邊
息
妄ハ
罪
道ノ
邊
也
然ルニ
癈
悪
修
善
息
忘
修
心ハ
惣
諸
仏ノ
教
意ナレハ
如
何ニ
願
力
強
縁ノ
往
生ナレハトテ
於テ
業
煩
悩ノ
悪
法ニ
被レ
息
程ハ
癈
息ヲ
雖
志スト
一
生
造
悪ノ
凡
夫
相
續
妄
念ノ
衆
生ナレハ
業
煩
悩ヲ
欲ルニ
息
癈ント
終ニ
不
被
止メ
此
止
物ニ
何ニ
物
業
罪ヲ
雖
然
カ
ヽ
ル
悪
罪
煩
悩ノ
我
等ヲ
助ケ
給フ
本
願ナレハ
不
顧
我
身ノ
悪ヲ
平ニ
唱レハ
名
号ヲ
自
然ニ
二
六
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
の
研
究
（
舘
和
典
）
滅
罪
生
善
也
又
文ノ
中ニ
造
罪ノ
上ノ
癈
悪ノ
法
妄
心ノ
中ノ
息
妄ノ
行
也
已上
〔
十
二
丁
左
〕
つ
ま
り
、
廃
悪
は
業
道
の
辺
の
こ
と
で
あ
り
、
息
妄
は
煩
悩
道
の
辺
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
廃
悪
修
善
、
息
妄
修
心
は
す
べ
て
の
諸
仏
の
教
意
で
あ
っ
て
、
い
く
ら
願
力
強
縁
の
往
生
で
あ
る
と
し
て
も
業
・
煩
悩
の
悪
法
に
関
し
て
は
止
め
る
よ
う
廃
悪
を
志
す
と
い
っ
て
も
、
一
生
造
悪
の
凡
夫
、
相
続
妄
念
の
衆
生
で
あ
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
悪
業
・
煩
悩
の
我
等
を
助
け
て
下
さ
る
本
願
で
あ
る
の
で
我
等
の
悪
を
顧
ず
、
平
に
名
号
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
に
滅
罪
生
善
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
念
佛
に
よ
っ
て
現
世
の
罪
障
が
滅
す
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
存
応
が
引
用
し
た
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
の
「
造
罪ノ
上ノ
癈
悪ノ
法
妄
心ノ
中ノ
息
妄ノ
行
也
」〔
十
三
丁
右
〕
と
い
う
文
を
盛
林
は
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。
此
意ハ
俗
出
共ニ
終
焉ノ
砌キチ
十
悪
業カ
止ヤメ
ラ
レ
ヌ
ソ
然ヲ
ス
ヘ
テ
止メ
ス
ニ
イ
テ
念
佛ヲ
申サン
ト
シ
テ
ハ
不
叶
故ニ
大
方
造
罪
之
毎ニ
度
押
付テ
南
阿
弥
陀
佛ト
唱
又
妄
念ノ
濁ヲ
澄
申ント
ス
レ
八
轉タ
増カ
濁ヲ
故ニ
妄
念ハ
起ラハ
レ々ト
打
捨テ
南
阿
弥
陀
佛
南
阿
弥
陀
仏ト
申シ
受レハ
名
号ノ
功
力ニテ
自
然ト
妄
念モ
ウ
ス
ラ
ク
也
是ヲ
癈
悪ノ
法
息
妄ノ
行トハ
云
也
〔
十
三
丁
右
〕
つ
ま
り
、
こ
の
文
意
は
凡
夫
と
聖
人
共
に
臨
終
の
時
に
臨
ん
で
十
悪
業
が
止
め
ら
れ
な
い
の
で
、
す
べ
て
止
め
ず
に
念
仏
を
申
そ
う
と
し
て
も
叶
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
罪
を
犯
す
度
毎
に
念
仏
を
唱
え
、
ま
た
妄
念
の
濁
り
を
澄
ま
そ
う
と
し
て
念
仏
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
濁
が
増
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
妄
念
が
起
る
な
ら
起
れ
ば
と
打
ち
捨
て
て
念
佛
を
唱
え
る
こ
と
で
、
そ
の
名
号
の
功
力
に
よ
っ
て
自
然
と
妄
念
は
薄
ら
い
で
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
廃
悪
の
法
、
息
妄
の
行
と
言
う
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
二
つ
目
の
再
反
論
は
、
存
応
が
宗
門
の
意
は
極
悪
最
下
の
凡
夫
救
済
を
本
意
と
し
て
い
る
の
で
、
未
断
惑
の
凡
夫
で
も
報
土
に
往
生
出
来
る
が
、
こ
れ
は
横
超
断
の
利
益
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
横
超
断
の
利
益
に
つ
い
て
存
応
が
『
無
量
寿
経
』
巻
下
、『
安
楽
集
』
巻
下
、『
観
経
疏
』
玄
義
分
第
一
の
文
を
引
用
し
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
凡
夫
の
身
で
あ
っ
て
も
念
仏
行
を
修
す
る
こ
と
よ
っ
て
速
や
か
に
往
生
出
来
る
。
浄
土
に
往
生
し
た
な
ら
ば
一
瞬
の
間
に
五
悪
道
の
災
い
が
閉
じ
る
と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
盛
林
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
予
云
雖
引
経
尺
三
ケ
処
文ヲ
此
以
文
義
一
同
也
當
流ノ
意
従
本
横
超
断ニ
付テ
臨
終
断ト
極
楽
初
生
断ト
雖
有
二
義
平
生
断ノ
義
曽テ
之
然ヲ
何ソ
平
生
一
返ノ
念
佛ニテ
諸
煩
悩
断
尽ノ
證トスル
乎
不
審
云
云
〔
十
四
丁
右
〕
つ
ま
り
、
存
応
が
引
用
す
る
と
こ
ろ
の
文
意
は
す
べ
て
同
じ
で
あ
り
、
浄
土
宗
の
意
で
は
横
超
断
に
関
し
て
「
臨
終
断
」
と
「
極
楽
初
生
断
」
の
二
義
は
あ
る
が
、
「
平
生
断
」
の
義
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
平
生
に
称
え
る
一
遍
の
念
仏
に
よ
る
諸
煩
悩
断
尽
の
証
と
し
て
い
る
の
か
、
と
反
論
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
存
応
が
盛
林
は
摂
取
さ
れ
る
凡
夫
の
こ
と
の
み
を
知
っ
て
い
て
、
根
本
と
な
る
教
義
を
知
ら
な
い
と
批
判
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
盛
林
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
予
云
断ハ
佛
邊
未
断ハ
機
情ト
各
別ニ
判スル
事
不
齊ノ
料
簡
也
煩
悩
未
断
凡
夫カ
念
佛
申セハ
臨
終ノ
夕ニ
依
佛
力
聖
迎ニ
蓮
臺ニ
結フ
ヲ
時
断
四
流ノ
勢
用ヲ
但シ
断ト
者
顕
所
離ヲ
非
是
伏
断ニモ
非
是
正
断ニモ
所
離ヲ
断云ー
也
是
則
仏
意
機
情
啄
横
超
断
也
何ソ
夫レ
卒
角スルヤ
理
不
尽ノ
失
可
笑
云
云
〔
十
三
丁
右14
）
〕
つ
ま
り
盛
林
は
、
存
応
が
断
は
仏
辺
、
未
断
は
衆
生
の
心
と
い
う
よ
う
に
別
々
に
理
解
す
る
事
は
不
整
合
の
分
別
で
あ
る
と
批
判
し
、
煩
悩
未
断
の
凡
夫
が
念
仏
二
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
す
る
こ
と
で
臨
終
の
夕
に
仏
力
聖
迎
に
よ
り
蓮
台
に
座
す
時
に
断
四
流
の
勢
用
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
る
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
断
」
と
は
「
所
離
」
を
顕
し
て
お
り
、「
伏
断
」、「
正
断
」
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
。
仏
の
心
と
衆
生
の
心
と
が
啄
す
る
の
で
横
超
断
と
い
う
の
で
あ
る
、
と
反
論
し
て
い
る
。
盛
林
に
よ
れ
ば
「
断
」
と
は
、
選
択
本
願
念
仏
に
よ
っ
て
、
生
死
・
穢
土
・
四
流
を
離
れ
る
こ
と
を
顕
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
煩
悩
の
働
き
を
一
時
的
に
停
止
す
る
「
伏
断
」
で
も
な
く
、
煩
悩
を
正
し
く
断
除
す
る
「
正
断
」
で
も
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
江
戸
期
に
著
さ
れ
た
『
念
佛
三
毒
滅
尽
不
滅
尽
之
諍
論
記
』
に
は
念
仏
行
の
「
滅
罪
」、「
滅
三
毒
」
を
め
ぐ
っ
て
諸
師
の
論
争
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
そ
の
中
の
存
応
と
盛
林
の
論
争
を
中
心
に
し
て
、
両
者
の
見
解
を
見
て
き
た
。盛
林
の
主
張
は
「
浄
福
寺
筆
記
」
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
念
仏
に
よ
っ
て
罪
障
は
滅
す
る
が
煩
悩
は
滅
し
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
存
応
は
、『
無
量
寿
経
』
等
の
仏
典
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
念
仏
に
よ
っ
て
煩
悩
と
罪
障
は
共
に
滅
す
る
と
主
張
し
て
い
た
。
念
仏
の
「
滅
」
を
め
ぐ
る
存
応
と
盛
林
の
見
解
は
大
筋
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
存
応
は
、
念
仏
は
勝
行
で
あ
る
か
ら
煩
悩
も
罪
障
も
共
に
滅
す
る
と
主
張
す
る
が
、
盛
林
は
こ
の
見
解
に
対
し
て
、
中
国
の
説
話
に
由
来
す
る
「
名
剣
も
使
う
人
の
腕
前
に
よ
っ
て
切
れ
味
が
違
う
」
と
い
う
文
言
を
引
き
な
が
ら
、
念
仏
の
「
滅
」
と
い
う
功
徳
が
及
ぶ
範
囲
は
、
称
え
る
者
の
機
根
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
盛
林
に
よ
れ
ば
存
応
の
見
解
は
、
凡
夫
と
い
う
機
根
を
忘
れ
て
、
た
だ
本
願
名
号
の
念
仏
に
よ
る
煩
悩
断
尽
を
述
べ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
盛
林
は
、
煩
悩
を
原
因
と
し
て
起
こ
る
も
の
が
罪
障
で
あ
る
と
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
念
仏
に
よ
る
「
滅
」
は
「
罪
障
」
の
み
を
指
し
て
い
て
「
煩
悩
」
に
は
及
ば
な
い
と
見
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
盛
林
は
機
根
に
よ
る
「
滅
」
の
及
ぶ
範
囲
の
違
い
を
強
調
す
る
。
ま
た
存
応
は
、
横
超
断
の
利
益
に
よ
っ
て
如
何
な
る
凡
夫
で
あ
っ
て
も
念
仏
す
る
こ
と
で
速
や
か
に
極
楽
浄
土
に
往
生
し
、
一
瞬
の
間
に
五
悪
道
の
災
い
が
閉
じ
る
と
理
解
し
、
平
生
の
念
仏
に
よ
る
煩
悩
断
尽
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
盛
林
は
、「
断
」
と
は
念
仏
に
よ
っ
て
、
生
死
・
穢
土
・
四
流
を
「
離
れ
る
」
こ
と
を
顕
し
て
い
る
。
そ
の
「
断
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
煩
悩
の
働
き
を
一
時
的
に
停
止
す
る
「
伏
断
」
で
も
な
く
、
煩
悩
を
正
し
く
断
除
す
る
「
正
断
」
で
も
な
く
「
所
離
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
存
応
の
滅
罪
観
は
、
滅
」、「
断
」
の
働
き
が
全
て
念
仏
者
が
称
え
る
本
願
名
号
の
功
徳
に
重
点
を
置
い
て
理
解
さ
れ
、
往
生
の
際
に
は
全
て
の
煩
悩
と
罪
障
が
滅
す
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
盛
林
は
、
凡
夫
は
煩
悩
を
具
足
す
る
こ
と
が
常
で
あ
り
、
だ
か
ら
念
仏
に
よ
っ
て
煩
悩
を
原
因
と
し
て
起
こ
る
「
罪
障
」
の
み
が
除
か
れ
、
未
断
惑
で
往
生
浄
土
を
得
る
と
主
張
し
て
い
る
。
存
応
も
盛
林
も
共
に
聖
冏
や
聖
聡
の
著
作
を
用
い
な
が
ら
も
そ
の
理
解
を
異
に
し
て
い
る
。
存
応
は
、
煩
悩
と
罪
障
を
一
括
り
に
す
る
の
に
対
し
、
盛
林
は
あ
く
ま
で
そ
れ
を
峻
別
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
両
者
共
に
家
康
と
面
識
が
あ
り
翼
下
に
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
の
論
争
は
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
そ
れ
以
上
表
だ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
に
お
い
て
は
存
応
と
盛
林
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
本
書
に
は
團
誉
、
二
八
『
念
佛
三
毒
滅
盡
不
滅
盡
之
諍
論
筆
記
』
の
研
究
（
舘
和
典
）
善
慶
、
幡
随
意
の
滅
罪
論
も
出
て
く
る
の
で
、
こ
の
三
人
の
論
点
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
〔
注
〕
『
念
佛
三
毒
滅
尽
不
滅
尽
之
諍
論
記
』
は
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
依
っ
た
。
丁
数
は
そ
こ
に
後
人
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
依
っ
た
。
本
論
文
で
は
引
用
の
末
尾
に
そ
の
丁
数
を
記
し
た
。
１
）
本
研
究
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
あ
る
。
・
荻
野
圓
戒
稿
「
文
禄
慶
長
の
宗
論
に
就
き
」
『
浄
土
学
』
第
十
三
揖
大
正
大
学
浄
土
学
研
究
会
一
九
三
八
年
）
・
玉
山
成
元
「
近
世
初
期
の
浄
土
宗
｜
と
く
に
源
誉
存
応
の
宗
政
を
中
心
に
｜
」
『
仏
教
史
研
究
』
三
号
大
正
大
学
史
学
会
一
九
六
八
年
）
・
宇
高
良
哲
「
関
東
浄
土
宗
法
度
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
｜
特
に
念
仏
三
毒
滅
不
滅
諍
論
を
中
心
に
」
『
日
本
歴
史
』
第
二
五
七
号
吉
川
弘
文
館
一
九
六
九
年
）
・
宇
高
良
哲
「
関
東
浄
土
宗
法
度
の
成
立
過
程
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
十
八
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
一
九
六
九
年
）
・
玉
山
成
元
『
中
世
浄
土
宗
教
団
史
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
一
九
八
〇
年
）
（
２
）
四
義
説
は
虎
角
の
『
淨
土
四
義
私
』
に
出
る
。「
浄
土
宗
義
を
実
体
化
用
教
門
実
義
の
四
つ
の
範
疇
に
よ
っ
て
解
説
し
た
も
の
。
こ
の
四
義
は
明
ら
か
に
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
に
お
け
る
実
体
化
用
の
説
と
、
聖
冏
の
『
二
蔵
二
教
頌
義
』
に
説
く
教
門
実
義
の
分
判
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
を
通
じ
、
檀
林
講
学
の
基
準
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
。」（『
浄
土
宗
大
辞
典
』
二
二
八
九
頁
）
（
３
）
坪
井
俊
映
著
『
浄
土
三
部
経
概
説
』
九
〇
頁
を
参
照
。
（
４
）『
大
正
蔵
』
第
十
二
巻
二
七
〇
頁
中
。『
浄
全
』
第
一
巻
十
三
頁
（
５
）『
選
択
傳
弘
決
疑
鈔
』
巻
第
一
（『
浄
全
』
第
七
巻
一
八
九
頁
）。『
徹
選
択
本
願
念
佛
集
』
上
（『
浄
全
』
第
七
巻
八
十
七
頁
上
』。『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』（『
昭
法
全
』
一
〇
九
二
頁
）。『
念
佛
三
昧
宝
王
詩
序
』（
木
村
英
一
編
『
慧
遠
研
究
遺
文
篇
』
七
十
八
頁
）
（
６
）『
浄
全
』
第
十
一
巻
五
九
六
頁
下
（
７
）『
選
択
集
』
五
十
頁
（
８
）『
大
正
蔵
』
第
四
十
七
巻
一
二
四
頁
上
。『
浄
全
』
第
六
巻
七
一
一
頁
下
（
９
）『
観
経
玄
義
分
』
第
一
（『
浄
全
』
第
二
巻
上
）
（
10
）『
法
事
讃
』
巻
下
（『
浄
全
』
第
四
巻
十
五
頁
上
）
（
11
）『
浄
全
』
第
四
巻
五
五
一
頁
上
（
12
）『
浄
全
』
第
一
巻
六
七
五
頁
下
（
13
）『
徹
選
択
本
願
念
佛
集
』
下
（『
浄
全
』
第
七
巻
一
〇
二
頁
下
）。『
徹
選
択
本
末
口
傳
抄
』
下
（『
浄
全
』
第
七
巻
一
四
七
頁
上
）
（
14
）
所
離
・
伏
断
・
正
断
と
い
う
用
語
は
、
聖
冏
『
傳
通
記
鈔
』
巻
第
四
（『
浄
全
』
第
三
巻
一
二
九
頁
下
十
四
行
目
）
や
、
聖
聡
『
大
原
談
義
聞
書
抄
見
聞
』
（『
浄
全
』
第
十
四
巻
七
八
二
頁
下
）
に
出
る
が
、
い
づ
れ
も
横
超
断
四
流
に
関
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
（
た
ち
か
ず
の
り
文
学
研
究
科
浄
土
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
）
（
指
導：
藤
堂
俊
英
教
授
）
二
〇
一
一
年
九
月
二
十
九
日
受
理
二
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
